システムセットアップガイ 


本システムはコンパクトなびら迫力あるドルビーデジタルや DTS ヴウンドで、あなたの部屋をホームシアター 
に変身させます。 

このシートでは、はじめてこのシステムをお使いになるちのために、接続と設置のしかたを説明しています。 



巧の付属品がんつているか宿認 


し立 ふ；/ ゴゴい 





巧続のしかた 


A 注意 


接掃を行う場合や変更を巧う場合には、必ず電源コードを巧いてくだをい。 
電源コードはずべての接続が終ってか5壁のコンセントに接続してください。 



AM ループアンテナ 


コント□—ルケーブル A 
(きプラグ） 


<設置場所の注意> 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くには設置しないでください。 

キャビネットが変おしたり、を色したりして、故障の原因となりまず。 
• 本機は水平な場所に設置してください。不を定な場所に設置ずるのは大 
変にを険でずので、おやめください。 


サブウーファーと DVD / CD チューナーを2本の 
システムケーブルでち続ずる。 


DVD/CD チュー 
ナーシステムと 


1 . コント□ールケーブル A 
(青プラグ)の一ちを DVD / 
CD チューナーの®端子 
( S - DV 900 SW 接続き用 
端子）と接続ずる。 


3. コント □ ールケーブル B 
の一ちを DVD/CD 
チューナーの⑥端子 
( S - DV 日00 SW 接続専 
用端子）と接続ずる。 


ディスプレイユ 
ニットを描荒ずる。 

1. ディスプレイケープルの 
L おプラグをディスプレ 
イ ユニッ トと接続ずる。 


^ AM アンテナをがみ立 
^てる 

1. 台座の部分を矢印の方向へ巧り 



2. ループの部分を台座に差し込む。 



3.壁などに取り付ける場合は、ネ 
ジ止めして固定してか5手順2 
を巧ラ。 



♦ ネジ止めずる前に受信状態を確 
認することをおすすめします。 


4 FM アンテナと AM ア 
^ ンテナを接続ずる。 

1. FM アンテナのプラグを FM アン 
テナ端子の中むピンに差し込む。 



2. AM ループアンテナのリード線 
の被覆をねじりなが5取る。 



2. コント □ ールケーブル A 
(青プラグ）のもう一方を 
ヴプウーファーの®端子 
( XV ^ V 900接続専用端 
子）と接続ずる。 



4. コント □ ールケープル B 
のもラーちをヴプウー 
ファーの ⑥ 端子 （ XV - 
DV 900接続専用端子） 
と接続ずる。 





f ^^11 ミ 





/ 




3. AM アンテナ端子のレバーを巧 
して開さ、お線を端テに差し込 
むに力巧)。 


2. ディスプレイケープルの 
もう一ちを DVD/CD 
チューナ ー( AXX 71 巨3接 
続専用端子）と接続ずる。 




• アンテナは、他のケーブルやディ 
スプレイユニットから離してくだ 
さい。 

• FM アンテナは垂らした0丸めた 
りせず延ばして、最ち良い受信状 
態び得られるように張ってくださ 
い。 

• 付属のアンテナでよく聞こえない 
とさは、取扱説明書の「外部機器 
との接続」を参照してください。 
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スピーカーラベルとスピーカーコードのカラーチューブの色を合わせて接続してくださし、。 



固 

フロント(ち） 


赤色 


サラウンド(ち） 

回 


回 

サラウンド(ち） 


fsl フロント(左） 

白色 


图センタ- 


ス ピー カー コー ドをち続ずる。 


スピーカー コー ドの接続はスタンドか日スピー 
力一を取りがした状態で行ってください。 詳し 
くはち記のスピーカースタンドの脱着について 
をご覧ください。 


スタンドの脱着(フロント/サラウ 
ンドス ピーカー の場合） 

-スタンドと スピーカーを 取り外す場合は 
①〜 ( D の順で行います。 

-スタンドと スピーカーを 取り付ける場含 
は！！〜 H の順で行います。 


自動デモ表示の解除 

壁のコンセントに電源コードを差し込む 
と、ディスプレイユニットびデモンスト 
レーシヨン表示を行います（デモモー 
ド)。また、 DVD や CD を停止し已分じ(上 
何ち操作しないときちデモンストレー 
シヨン表示を行います。デモンストレー 
シヨン表示中に操作ボタンを巧すと、デ 
モンストレーシヨン表示を終了します。 
デモモードの解除は、電源びオフのとを 
に、政下の手順で操作します。 

1. U モコンのメインヴプ切り換えス 
イッチをヴプ側に切り換えて、シ 
ステム設定ボタンを巧します。 

2. 仁马ボタンを巧して、 "Demo 
Mode ?" にしてか日決定ボタンを 
押します。 

3. なみボタンを押して、 " Demooff ?" 
を選んでか日、決定ボタンを巧し 
まず。 


6 I テレビを接続する。 


お持ちのテレビが、 S (または S 1， S 2) 
端子や D 端子 （ D 1， D 2, D 3, D 4) 対 
応の場含や、が部機器への詳しい接続 
方法は、取扱説明書をご覧ください。 


1. スピーカーコードの先端の被覆をねじりな 
が5取る。 


吕.スピーカー端子のレパーを手師こ弓 I きなが 
5忘線を端子に差し込む。カラーチューブ 
側を端子のホ側、カラーチューブのない方 
を端子の 黒 側に差し込む。 



3. スタンドに スピーカーを 差し込みネジ(大) 
で固定した後に、裏ぶたを付けてネジ(小) 
で固定ずる。 



4. サブウーファー側のスピーカー端子にち接 


続ずる。 
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ち II と II II ち II と 

フ□ント n ： ンタ — 1サ5ウンド 


① タブを巧ず 

② コードを差し込む 
@タブをはなず 



A ま意 


本機のスピーカーを他のアンプに接続しな 


スピーカーコードのカラーチューブの色と、ヴいでください。故障、火災の原因となること 
ブウーファー側のシールの色とを合わせまず。がありまず。 


1.付属のビデオコード（黄色のプラ 
グ）を DVD / CD チューナーの映像 
出力端子に接続する。 



2. ビデオコード（黄色のプラグ）の反 
巧側をテレビの VIDEO IN 端子等 
に接続する。 


片參 

VIDEO 

IN 


A \ 注意 

本機の映像出力は、直接テレビに接続し 
て < ださい。 

本機はアナ□グコピープ□テクト方式の 
コピーガードに対応しているため、本機 
をビデオデッキを通してテレビに接続し 
たり、ビデオデッキで録画して再生する 
と、正常な再生がでさないことがありま 
ず。また、本機をビデオ內蔵テレビに接 
続すると、コピーガードによって正常な 
再生ができないことがありまず。詳しく 
はお使いのテレビメーカーにお問い含ね 
だください。 _ 


本機 ビデオテレビ 




[y I 電源コードを接続ずる。 

A 注意 

電源コードはずべての接続が終わってか 
5壁のコンセントに接続してください。 

よりよい音質でご使用いただくために、 
電源コードのプラグの 向 さをち記の よ ラ 
に接続することをおすすめしまず。 



リモコンに電化を乂れる 




乾電池を誤って使用ずると液ちれや破裂ずるなどのち険びありまず。 

次の点についてごま意ください。（電池のま意事項もよく見てください。） 

1. 乾電池のプラス©とマイナス©の向きを電池ケース内の表示通りに正しく入れてださい。 

2. 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

3. 乾電池は同じお状のちのでち電圧の異なるちのがありまずので、種類の違ラ乾電池を混ぜて使用 
しないで < ださい。 

4. 長い間 （1 ヶ月上）使用しないとをは、電池の液もれを防ぐために電池を取り出してください。 
もし、液もれを起こしたときは、ケース內についた液をよく拭をとってから新しい電池を入れて 
<ださい。 

5. 不要となった電池を廃棄する場含は、各地方自治体の指示（条例）に従って処理してください。 

• U モコンの操作可能範囲び極端に狭くなってさたら電池を交換してください。 

• ディスプレイユニット受光部との間に障害物びあったり、受光部との角度び悪いと U モコン操作 
がでさない場合があ0ます。 

• ホが線を発射する機器の近 < で使用したり、赤列■線を利用した他の U モコン装置を使用したりす 
ると、誤動作することびあります。逆に赤外線によってコント□ールされる他の機器を使用時に 
この U モコンを操作すると、その機器を誤動作させることがあります。 

• 直射日光や堂光灯の強い光び直接 U モコン受光部に当たると、 U モコン操作できないことがあり 
ます。そのよラなときは、設置場所を変えたり、堂光巧から離してください。 


スピーカーの設置 


サラウンド効果を最大限に発揮させるため、下図のようにスピーカーを設置した 
後に、取巧説明書の「サラウンドに関する設定」（日吕〜日7ぺージ）を行ってく 
ださい。 

• 左ちに置いたスピーカーはテレビか b 等距離になるように設置してくださし、。 
• センタースピーカーをテレビの上にでさるだけ置かないでください。また、セ 
ンターチャンネルの音びテレビと同じ位置に配置されるよラにしてください。 
もしセンタースピーカーをテレビの上に置くときは、テープなどを使用して適 
切な方法で固定してください。固定しないと地震などの外部の振動により、ス 
ピーカーがテレビから落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因とな 
0ます。 



フ□ントスピーカー センタース!*""。一力一 

烟 



如 

フ□ントスピーカー 
府 


• サラウンドスピーカーは耳の高さからやや上方に設置すると効果的です。 

• サラウンドスピーカーを視聴位置 （ U スニングポジション）か b 極端に離して 
設置すると、サラウンド効果び十分に発揮されません。 

• 本機のスピーカーシステムは防磁設計 （ J 曰 TA ) ですので、テレビと組み合ね 
せてち色むらげ起こりにくくなっています。まれに設置のしかたによっては色 
むらを生じる場合があります。その場合は一度テレビの電源を切り、1日〜3日 
分後再びスイッチを入れてください。その後も色むらび残るよラでしたらス 
ピーカーシステムをテレビか5離してご使用ください。 

• 近くに磁石など職気を凳生するものが置かれている場合には、本磯との相互作 
用により、テレビに色ムラを発生する場合げありますので、設置にご注意くだ 
さい。 

• サブウーファーは放熱をよくするため、壁などから後方向1日 cm の間隔をと 
り、通風スペースを確保してください。 


か 



サラウンドスピーカー 
(ち） 


サラウンドスピーカー 
(ち） 













































































































































































































































